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論文の要旨及び判定理由 
 
アトピー性皮膚炎は近年増加しているアレルギー疾患の一つであり、Th1/Th2バランスでTh2へ
の偏向がその発症の一端を担うと考えられている。一方、寄生虫感染症はアレルギーを抑制する
と考えられているがその機序は不明であり、アトピー性皮膚炎と寄生虫の関連について調べた報
告は少ない。本研究において、申請者らはアトピー性皮膚炎のモデルマウスにマラリア原虫を感
染させるという手法で、アトピー性皮膚炎との関連を解明することを試みた。まず、アトピー性
皮膚炎モデルマウスにマラリア原虫を感染させ、皮膚炎が改善することを確認した。次に皮膚炎
を改善させている因子を同定するために皮膚組織の免疫染色および皮膚および脾臓のmRNA発現
解析を行った。その結果、マラリア原虫感染によりナチュラルキラー（NK）細胞が増加してい
ることが明らかになった。また、感染後3週まで脾臓におけるIFN-γ、IL-10のmRNA発現が有意に
亢進していた。さらに、NK細胞を除去することで、マラリア原虫感染によっても皮膚炎の改善
が起こらなくなること、NK細胞の移入によりマラリア原虫感染なしでも皮膚炎の改善が起こる
ことを確認した。以上の結果から、アトピー性皮膚炎モデルマウスにおけるマラリア原虫感染時
の皮膚炎の改善にはTh1、Tregサイトカイン産生ならびにNK細胞が関与していることが示された。 
本論文は寄生虫感染によりアトピー性皮膚炎が改善することを実験的に再現した初めての研究
であることから、博士（医学）の学位に値するものと判定した。 
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